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民
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ン
タ
ー

協働のまちづくりにむけて

すいか deコミュニケーション
　８月には、ブラジルや韓国、ペルーなど様々
な国の子どもた
ち５０人が、日
本の夏の風物
詩「すいか割り」
を楽しみ、交流
を深めました。

　
９
月
25
日
、
大
原
小
学
校
５
年
生
の
児

童
34
人
が
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
総
合
的
な
学
習
の一環
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

も
地
元
の
方
に
提
供
い
た
だ
い
た
水
田
で
、

「
環
境
こ
だ
わ
り
米
」
や
「
鎌
の
使
い
方
」

の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
春
に
植
え
た
稲

を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
前
日
の
雨
で
、
足
元
は
ぬ
か
る
ん
で
い

ま
し
た
が
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
稲

刈
り
を
行
い
、
刈
り
取
っ
た
稲
は
、
８
株

ず
つ
束
ね
、
藁
で
結
ん
で
い
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
く
く
る
の
が
難
し
い
」

と
か
、「
腰
が
痛
い
」
な
ど
の
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
２
学
期
は
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
ご
飯
を
炊
き
、
学

習
成
果
の
発
表
を
す
る
予
定
で
す
。

　
希
望
ヶ
丘
学
区
自
治
振
興
会
本
町
分
会
並
び
に
希
望
ヶ
丘
本
町
自
治
会

で
は
、
防
災
活
動
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
か
ら
自
治
会
と
自
治
振
興
会
と
の
共

催
と
し
て
お
り
、
毎
年
１
０
０
人
規
模
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
に
つ
い
て
も
、
来
た
る
11
月
9
日
に
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
防
災
に
関
す
る
先
進
地
視
察
研
修
も
毎
年
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
昨
年
度
に
つ
い
て
は
、
自
治
振
興
交
付
金
を
活
用
し
て
防
災
倉
庫

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
備
蓄
品
に
つ
い
て
も
充
実
し
て
い
き
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
感

を
持
っ
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

「
防
災
講
座
」と「
総
合
防
災
訓
練
」

●
柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会
で
は
、今
年
も「
防

災
講
座
」
を
９
月
28
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
防
災
講
座
で
好
評
だ
っ
た
「
た

か
し
ま
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
“
な
ま
ず
”」
の
方
々
を
講
師
に

迎
え
、「
い
ざ
と
い
う
時
サ
バ
イ
バ
ル
」
と

題
し
、
新
聞
紙
で
で
き
る
避
難
生
活
に
役

立
つ
も
の
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
防

災
や
減
災
の
こ
と
を
漫
才
や
歌
で
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
を
踏
ま
え
て
、
次
は
11
月
末

頃
に
柏
木
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害
に

備
え
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
・
減
災

意
識
が
高
ま
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

防災活動に取り組んでいます
●希望ヶ丘地域市民センター

11月９日開催　「天平の地ふれ
あい市場＆フリーマーケット」

　
雲
井
自
治
振
興
会
で
は
、
今
年
も
「
ふ
れ
あ
い
市
場
」
を
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
雲
井
地
域
５
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
地
元
で
採
れ
た

新
鮮
野
菜
や
各
種
加
工
品
の
販
売
な
ど
数
多
く
の
模
擬
店
が
出

店
さ
れ
ま
す
。
ま
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
、
雲
井
小
学
校
の
児

童
が
、
職
業
体
験
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
「
子

ど
も
シ
ョッ
プ
（
駄
菓
子
屋
さ
ん
）」
も
開
店
し
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
大
盛
況
と
な
る
よ

う
、
準
備
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
ふ
れ
あ
い
市
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
市
場

　
◆
日
時
／
11
月
９
日（
日
）10
時
～
15
時

　
◆
会
場
／
黄
瀬
交
流
館
「
さ
ら
ら
」
の
駐
車
場

稲
刈
り
を
体
験

●
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲防災講座の様子

●雲井地域市民センター

▲昨年の「ふれあい市場」の様子

▶
稲
刈
り
を
体
験
す
る
大
原

小
学
校
児
童

▶
昨
年
度
設
置
し
た
防
災
倉
庫

●
会
期
／�

平
成
27
年
２
月
28
日（
土
）～
３
月
８
日（
日
）

●
場
所
／�

【
書
、
工
芸
･
立
体
部
門
】
あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル

　
【
平
面
、
写
真
部
門
】
碧
水
ホ
ー
ル

●
応
募
資
格
／
甲
賀
市
・
湖
南
市
内
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
方（
中
学
生
以

下
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

●
応
募
部
門
お
よ
び
作
品
規
格
／

1�

平
面（
洋
画
・
日
本
画
・
版
画
等
）�

　
キ
ャ
ン
バ
ス
サ
イ
ズ
が
20
号（
72
．7
c
m

×
50
c
m
）以
上
、
50
号（
1
1
6
．6
c
m

×
1
1
6
．6
c
m
）以
内
。�

　
日
本
画
、
水
墨
画
、
切
り
絵
等
も
こ
れ

に
準
ず
る
。
た
だ
し
、
版
画
は
下
限
を
設

け
な
い
。
展
示
で
き
る
よ
う
に
額
装
な
ど

の
配
慮
を
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ガ
ラ
ス

は
入
れ
な
い
。
展
示
用
の
つ
り
紐
を
付
け

る
こ
と
。

2�

工
芸
･
立
体（
工
芸
･
彫
刻
･
立
体
造
形
等
）�

工
芸
：
平
面
は
縦
、
横
が
そ
れ
ぞ
れ
2
．

2
ｍ
以
内（
外
装
を
含
む
）。
立
体
作
品
は

重
さ
４０
ｋｇ
以
内
、
縦
･
横
･
高
さ
の
合

計
が
2
．4
ｍ
以
内
。
ま
た
、
そ
の
一
辺
が

1
．5ｍ
以
内
。
壁
面
展
示
の
作
品
は
展
示

用
の
つ
り
紐
を
付
け
る
こ
と
。�

立
体（
彫
刻
・
立
体
造
形
等
）：
縦
、
横
、

高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
２ｍ
以
内
。
重
量
は
手

動
可
能
な
範
囲
で
、
展
示
上
危
険
で
な
い

も
の
。

3
書

　

作
品
は
半
切（
36
c
m
×
1
3
6
c
m
）

以
上
、
16
平
方
尺
以
内
。
た
だ
し
、
一
辺

第
10
回

甲
賀
市
美
術
展
覧
会
作
品
募
集

が
2
．4
ｍ
以
内
。
額
装
に
限
る
。
篆
刻
、

刻
字
作
品
に
つ
い
て
も
、　
規
定
枠
内
と
す

る
。
作
品
の
釈
文
を
添
え
て
申
し
込
む
こ

と（
形
式
は
自
由
）。
い
ず
れ
も
展
示
し
や

す
い
形
態
で
あ
る
こ
と
。

4�

写
真�

　
フ
イ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

に
よ
る
作
品（
自
家
出
力
プ
リ
ン
ト
も
可
）

と
す
る
。
単
写
真
は
、
半
切
・
A
3
ノ
ビ

以
上
。
組
写
真
は
、
１
点
が
半
切
・
A
3

ノ
ビ
以
上
で
、
全
体
の
サ
イ
ズ
は
1
×
2
．

2
ｍ
以
内
と
し
、
作
品
を
一
体
化
し
て
は

ず
れ
な
い
よ
う
に
し
て
出
品
す
る
こ
と
。

作
品
は
額
装（
ガ
ラ
ス
・
ア
ク
リ
ル
板
は
入

れ
な
い
）ま
た
は
パ
ネ
ル
張
り
と
し
、
展
示

用
の
つ
り
紐
を
付
け
る
こ
と
。

●
出
品
点
数
／

　
一
人
に
つ
き
平
面
、
工
芸
･
立
体
、
書
部

門
は
１
点
、
写
真
部
門
は
２
点
以
内
。

●
出
品
料
／
作
品
１
点
に
つ
き
５
０
０
円

※
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
学
生
、
18

歳
以
下
の
方
は
無
料

●
搬
入
日
／�

平
成
27
年
2
月
22
日（
日
）9
時

～
17
時（
時
間
厳
守
）

●
搬
入
場
所
／

　

書
、
工
芸
･
立
体
部
門
：
あ
い
こ
う
か

市
民
ホ
ー
ル

　
平
面
、
写
真
部
門
：
碧
水
ホ
ー
ル

申込・問い合わせ

甲
賀
市
美
術
展
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局
：

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
文
化
振
興
係

（
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
内
）

☎
６
２‐２
６
２
６
／

６
２‐２
６
２
５

　年齢や国籍を問わず、人々が自然に交流し合える地
域づくりを目指して、みんなの居場所「ひだまり」（水
口町城内）を拠点に活動をしています。楽しいイベン
トなどを通じて、人々の交流を深め、歴史ある鹿深の
地域で私たちと一緒に楽しみながらつながりを広げま
せんか。

○今後の主な活動予定
　・１０月末～１１月初旬／映画deコミュニケーション
　・１２月／国際交流フェスタに参加
　・１月／おもちdeコミュニケーション

みんなdeコミュニケーション！！
鹿深deござれ！

　市では、市民活動団体と協力し、課題の解決をめざす「市民協働事業提案制度」を実施しており、現在
９団体と事業を進めています。平成２６年度に採択された事業の一部を紹介します。

問
い
合
わ
せ

鹿深 de ござれ !
Ｅメール gozare2013@gmail.com
地域コミュニティ推進室　交流推進係
☎６５‐０６０４／ ６３‐４５５４

8平成 26年 10月15日9 平成 26年 10月15日


